
 

 

 

 

 

  

色づいた木々の葉もだいぶ散り、秋から冬へと季節が移 

り変わる時期になりました。朝晩、冷え込む日も多くなり、 

寒さも本格的になってきました。気温の変化や空気の乾燥 

に伴い、かぜや高熱でのお休みが多くなってきています。 

インフルエンザもまだ流行していますが、ノロウイルス等 

の感染性胃腸炎も流行る時期です。体調がよくない場合は、 

十分な休養をとり、早めに医療機関で受診しましょう。 

体調を整えて過ごすためには、規則正しい生活と予防が 

欠かせません。睡眠とバランスの良い食事を心がけ、手洗 

いを進んで行うようご家庭においてもご協力をよろしくお 

願いいたします。 
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野菜を食べて 

体温アップ！ 
食べ物には、体温を上げるものと下げるもの

があることは知っていますか？ 

     体を温める食べ物の特徴は 

   ・冬に採れるもの  ・色が濃いもの  

・寒い地方で育つもの・硬いもの 

・土の中で育つもの ・塩分が多いもの 
と言われています。 

つまり、冬野菜には体を温めてくれる効果があります。

特に、しょうが、ねぎ、にんにくなどの薬味や香辛料のよ

うなものがおすすめです。寒い時期には体を温める食べ物

をたくさん入れたお鍋を、家族で食べると、心も体もホカ

ホカになりますね♪ 
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～感染性胃腸炎（ノロウイルス等）に注意！！～ 

 冬の感染症といえば、インフルエンザと思われがちですが、小型球形ウイルスやロタウイルスなどによる感染

性胃腸炎も冬季に流行します。これからの季節、特に気を付けてください。 

おもな症状は、発熱・吐き気・嘔吐・下痢  

人から人へ感染する場合と食品から感染する場合があります。人から人への感染は、ウイルスが手などにつ

いて入る場合と吐物の飛散からうつる場合があります。 

 

感染予防のポイント  ○トイレの後、調理の前、食事の前には必ず手洗いをしましょう。石けんと流水で３０ 

秒よく手を洗います。 

                  ○部屋やトイレで吐いた場合は、部屋の換気を十分に行いながら、吐物をふき取り、 

塩素系殺菌消毒剤などで消毒します。その後、石けんで十分手を洗いましょう。 

 

感染性胃腸炎にかかったら 

 ○脱水症状に注意しましょう。子供の場合は、ぐったりする、唇が乾燥する、尿が濃く

なるなどの症状が現れた場合は、すぐに病院で受診しましょう。吐き始めた３～４時

間は何を与えても吐いてしまいます。しばらくすると吐き気が おさまってくるので 

安静にしてりんご果汁、麦茶などを少しずつ飲ませましょう。 

 

 

 

 

お願い 登校前に、熱があったり、体調が悪かったり、いつもと様子が違っていたりした場合は、無理を

しないで休養をとるようにお願いします。登校してもよくなることはありません。また、登校後、具合が悪

くなり、ベッドで１～２時間休ませても回復しない場合は、保護者のお迎えをお願いしています。保健資料

に記載された緊急連絡先に変更が出たときは、必ず、保健室までお知らせください。また、咽頭結膜熱(アデ

ノウイルス)やインフルエンザ、感染性胃腸炎などは、感染症ですので、出席停止扱いとなります。登校の際

は、必ず、医師の証明書を学校まで提出してください。証明書は学校に取りに来ていただくかまたは、HP

に掲載のものをプリントアウトしてください。 

 


